
おおいたデジタル資料室
大分県に関する様々な資料のデータを「いつでも・だれでも・どこからでも」

「どこに・何がある」のか一括で検索できる、地域文化の拠点となるデータベースを目指す。

利用者
（個人・学校・組織 等）

インターネットを通して
情報を検索・閲覧

【おおいたデジタル資料室】

・参加機関：県・市町村

・収録情報：各館の収蔵資料の情報、
デジタル画像、
行政機関発行の電子資料

図書館、歴史資料館、博物館、公文書館 等

図書、古地図、古文書、遺物資料、
行政資料、動画 等

R4年度
○ 県内関係機関調査
・機関情報 ・資料の収集方針 ・所蔵資料情報 等

○ Ｒ5.2 「おおいたデジタル資料室」 公開開始

【県】 県立図書館 ・ 公文書館 ・ 先哲史料館

第
１
段
階

R5～7年度 「DXによる図書館サービス推進事業」
○ 郷土資料のデジタル化（令和7年度末)約7,600点
〇 インターネット公開（令和7年度末）約2,500点
○ 行政発行の電子資料の調査・登録

【県】県立図書館・公文書館・先哲史料館 + 行政資料

第
２
段
階

○ 県内の郷土資料の一括検索

地域文化の拠点となるデータベース

【県】 + 【市町村】

第
３
段
階

リンク データ連携

幅広い分野（全国の図書館・博物館・美術館・公文書館等）の
デジタルアーカイブと連携し、多様なコンテンツをまとめて検索・
閲覧・活用できるプラットフォーム。運用は国立国会図書館。


